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「茨城県青少年相談員連絡協議会」の愛称です！

い ば ら き 子 ど も 見 守 り ネ ッ ト ワ ー クい ば ら き 子 ど も 見 守 り ネ ッ ト ワ ー ク

第 5１回茨城県青少年相談員研修大会を開催しました第 5１回茨城県青少年相談員研修大会を開催しました
日　　時：令和３年１０月２９日（金）　午後１時から午後２時
場　　所：茨城県庁９階　講堂　　　
参　加　者：６１名　　　　
大会内容：表彰式、講演会、大会宣言

　県内各地域において青少年の健全育成活動を行う青少年相談員の資
質向上と、さらなる活動の促進を目的として開催いたしました。

茨城県保健福祉部
飯塚 福祉担当部長

いばらき子ども見守りネットワーク　山口　会長
（茨城県青少年相談員連絡協議会）

一　　青少年一人ひとりの個性を認めつつ、共に悩み、考え、
問題解決に真剣に取り組むことで、青少年との信頼関係を
築き上げ、青少年自身に備わっている育つ力を引き出して
いくことに努めます。

一　　地域の親であることを認識し、家庭・学校・地域などと
の連携を図りながら、青少年の健全育成、非行防止活動を
推進するとともに、青少年を被害者にも加害者にもさせな
いための取り組みを推進します。

一　　時代の変化にともない発生する新たな問題に対応し、青
少年に適切な支援を行うために、研修・交流活動や自己研
鑽に励み、更なる資質向上を図ります。

　　以上、宣言します。
令和３年１０月２９日　
いばらき子ども見守りネットワーク
（茨城県青少年相談員連絡協議会）

大　会　宣　言（抜粋）大　会　宣　言（抜粋）

式典の動画⇨


白


白


白


白


白


タイプライターテキスト



白


白


白


白



－２－

菊　池　健一郎
角 谷　京 子
舩 山　悦 子
市 田　信 道
長 尾　恵 子
野 原　藤 男
峯　沢　みさ子
千 葉　憲 夫
田　村　由美子
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北 茨 城 市
日 立 市
水 戸 市
鹿 嶋 市
神 栖 市
鉾 田 市
つ く ば 市
牛 久 市
阿 見 町

）
）
）
）
）
）
）
）
）

小 関　裕 子
石 井　勝 三
白 田　茂 司
石 津　勝 平
大 塚　挙 一
保　立　由喜子
榊　　　義 行
小 貫　　　勉
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北 茨 城 市
常陸太田市
水 戸 市
鹿 嶋 市
神 栖 市
鉾 田 市
取 手 市
稲 敷 市

）
）
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）
）

知事ほう賞
（永年活動者）

曽　根　てる枝
井 澤　庄 治
太 田　晴 久
坂　本　二三男
山 田　友 子
飯 島　　　修
小 林　晴 子
小 島　洋 明
羽 田　泰 子
菊 池　久 恵
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常陸太田市
那 珂 市
神 栖 市
稲 敷 市
古 河 市
常 総 市
境 町
筑 西 市
筑 西 市
桜 川 市
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片 岡　清 義
加倉井　洋　子
薄 井　康 平
塚 本　浩 子
林　　　照 雄
前　橋　ナツエ
飯 田　淳 子
赤 城　光 吉
荒 井　幸 子
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水 戸 市
城 里 町
潮 来 市
美 浦 村
古 河 市
常 総 市
境 町
筑 西 市
筑 西 市
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關 　 守
植 木　秀 二
海老原　直　利
池 田　光 子
永 岡　　　勇
海老原　祐　子
上 野　　　豊
堤　　　成 子
和 田　洋 子
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那 珂 市
神 栖 市
取 手 市
古 河 市
古 河 市
境 町
結 城 市
筑 西 市
筑 西 市
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知事ほう賞
（退　任　者）

黒 澤　春 夫
茂　垣　惠美子
福 田　清 江
根　本　志津江
　　谷　能 子
小 沢　輝 子
小 嶋　吉 浩
古 渡　理 行
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日 立 市
水 戸 市
水 戸 市
鹿 嶋 市
鉾 田 市
行 方 市
取 手 市
稲 敷 市
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渡 部　秀 志
菊　池　みよ子
尾 崎　　　盾
寺 門　友 紀
小松崎　克　美
阿久津　一　成
東 山　　　廣
幸 田　征 代
清 水　靖 利
染 谷　久 子
長 崎　孝 徳
海老原　美代子
横 川　昭 仁
糸 賀　裕 司
石 島　和 子
中 川　幸 夫
有 村　雅 浩
為我井　英　樹
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日 立 市
常陸太田市
水 戸 市
那 珂 市
大 洗 町
城 里 町
神 栖 市
取 手 市
取 手 市
利 根 町
古 河 市
坂 東 市
坂 東 市
常 総 市
筑 西 市
筑 西 市
筑 西 市
桜 川 市
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久保木　正　子
立 川　　　力
大久保　れい子
佐 川　良 夫
小 沼　芳 子
立 花　良 治
谷 口　成 史
吉 屋　美 子
飯 野　　　満
橋 本　安 雄
梅 垣　年 光
真 中　　　透
飯 田　和 美
木 村　一 巳
佐 藤　裕 子
田 谷　新 一
板　谷　富美子

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

常陸太田市
水 戸 市
那 珂 市
那 珂 市
大 洗 町
神 栖 市
潮 来 市
取 手 市
龍 ケ 崎 市
古 河 市
古 河 市
坂 東 市
坂 東 市
境 町
筑 西 市
筑 西 市
筑 西 市
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吉 澤　忠 治
木　村　多美子
舟 串　宣 江
庄　治　元次郎
澤　　　和 男
諏　佐　たか子
柿　沼　久美子
田 島　浩 太
塚 本　隆 男
藤 田　一 二
染 谷　清 次
海老原　きよみ
五木田　佳　子
赤 城　雄 司
大 林　良 男
塚　田　美代子
鈴 木　清 光
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常陸太田市
水 戸 市
那 珂 市
那 珂 市
大 洗 町
神 栖 市
つ く ば 市
取 手 市
牛 久 市
古 河 市
坂 東 市
坂 東 市
常 総 市
結 城 市
筑 西 市
筑 西 市
桜 川 市

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

■功労者表彰　(一般功労者表彰 )

益 子　勝 博
山 田　陽 子
篠 田　啓 子
古 澤　鶴 雄

（
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大 子 町
土 浦 市
稲 敷 市
結 城 市

）
）
）
）

五十嵐　榮　子
坂 本　義 治
林　　　照 雄
横 山　幸 造
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鹿 嶋 市
つ く ば 市
古 河 市
筑 西 市

）
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保　立　てつ子
飯 田　　　博
木　村　美智子
馬　場　香代子

（
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（

神 栖 市
つくばみらい市
五 霞 町
八 千 代 町

）
）
）
）

■功労者表彰　(県連役員表彰 )

　この度は、青少年相談員の活動を通し、知事
ほう賞を頂き、誠にありがとうございました。
長年続けてこられたのは、ひとえに推薦して下
さった先生を始め、温かく接して下さった先輩
相談員等のお陰と感謝しております。
　人の心をいやす仕事である相談業務は地味で
目立ちませんが、悩みの中にある人にとっては、
他者の心くばりや優しさに触れる事によって、
いやしと力を得るのではないかと思います。ま
た、経験をふり返って、相談員にとって最も大
事だと思うことは、人間の心情に精通すること
ではないかと思います。
　人は自分にとってどうでもいいと思うことで
は悩まず、自分で大事だと思うことで悩むと聞
きます。かけ手の方に関心を寄せ、悩みに耳を
傾けることを通して、青少年の心がいっときで
も潤ったり、安心感を持ってくれたらと願って
おります。
知事ほう賞（永年活動者）受賞　黒澤　春夫（日立市）

　この度は知事ほう賞を頂き有難うございまし
た。
　青少年相談員として皆様方と活動をご一緒出
来たことに感謝すると共にこの様な賞を頂戴し
身に余る光栄と思います。
　ネット社会にあって相談員の役割も目に見え
ないだけに活動そのものが益々重要になり大変
かと思われます。
　退任後も青少年が健全で楽しい学校生活が送
れるように陰ながら応援し相談員の皆様の益々
のご活躍を期待しお礼の言葉と致します。

知事ほう賞（退任者）受賞　堤　成子（筑西市）

県知事及び県連会長から表彰を受けられた方々を代表して県知事及び県連会長から表彰を受けられた方々を代表して
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嚇　　　　　　　　　　　　　　　　嚇
嚇　　　　　　　　　　　　　　　　嚇
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各鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎廓

講演会

ネットトラブル、ネットいじめから子どもを守る
　　　　　　　　　　　　～最新事例とその対処法～

講師　（一社）全国 ICT カウンセラー協会 代表理事　　安川　雅史　氏
　ネットいじめ、不登校、ひきこもり、少年犯罪問題を専門とし、全国から依頼を受け講演会、研修会を実
施している安川先生に、講演いただきました。
　ネットトラブルとして被害児童のほとんどがフィルタリング未加入となっています。その要因のひとつと
して、フィルタリングを適用するとＬＩＮＥが使えない、アプリやゲーム、ＳＮＳ等の利用ができないと勘違いさ
れていることがあげられます。
　子どもに頭ごなしにＳＮＳは危険だと話しても、理解されません。一度子ども目線でコミュニケーションを
取ることで子どもと信頼関係が生まれ、子どもの命を守ることに繋がるそうです。

おめでとうございます！　令和３年度茨城県表彰受賞者

龍ケ崎市青少年相談員　飯　田　眞　江　様

功績概要：多年にわたり、街頭における青少年への声かけ・相談活動に取り組み、
青少年の健全育成と非行防止に貢献

「甘い言葉にだまされないで！」「甘い言葉にだまされないで！」インフォメーション

✿　✿　新　役　員　紹　介　✿　✿✿　✿　新　役　員　紹　介　✿　✿

役職 氏名 ブロック 市町村 担当委員
会 長 山 口 恒 巳 3 茨 城 町 総務・編集
副 会 長 澤 幡 敬 智 1 日 立 市 編集

〃 佐　藤　百合子 3 東 海 村 総務
〃 飯 塚 壽 子 6 牛 久 市 編集
〃 飯 田　　 進 7 境 町 総務

常任理事 大 部 啓 子 1 北 茨 城 市 編集
〃 菊 地 英 敏 1 高 萩 市 総務
〃 大　森　留里子 2 常陸大宮市 編集
〃 吉 田 俊 見 2 常陸大宮市 総務
〃 小　山　まり子 3 城 里 町 編集
〃 田 山　　 忠 3 大 洗 町 総務
〃 金 塚　　 茂 4 潮 来 市 編集
〃 井　上　志津江 4 潮 来 市 総務

役職 氏名 ブロック 市町村 担当委員
〃 小 林 眞 二 5 石 岡 市 編集
〃 佐々木　博　子 5 つ く ば 市 総務
〃 藤 田 道 子 6 利 根 町 編集
〃 大 野 和 枝 6 河 内 町 総務
〃 染　谷　清一郎 7 境 町 編集
〃 関　　 英 子 7 境 町 総務
〃 山 中 立 摩 8 下 妻 市 編集
〃 大久保　まさ子 8 桜 川 市 総務

監　　事 藤 代 健 二 4 神 栖 市 -
〃 北 島 直 廣 8 八 千 代 町 -

役職 氏         名

顧　 問
葉　梨　　　衛 岩　上　照　代
山　岡　恒　夫 小　堀　和　久
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令和２年度事業報告
実施事業名 実施期日 事　業　の　概　要

総会の開催 R2.5.29（金）
書面決議

・令和元年度事業報告及び収支決算について
・令和２年度運営方針及び事業計画、予算について

常任理事会の開催
① R2. 8.28（金）
② R2. 12.2（水）
③ R3. 3.22（月）

　事業の円滑な実施を図るため、事業の執行について検討。
①研修大会及び記念大会の運営及び功労者表彰等について
②研修大会及び記念大会の結果及び協議会の運営等について
③総会の議案等について

その他の会議
① R2. 4.22（水）
② R2. 8.28（金）
③ R2. 12.2（水）

①監査（書面監査）
②機関紙第 48 号第１回編集会議
③機関紙第 48 号第２回編集会議

機関紙の発行 R2.12（第 48 号）　県連及び各地区の事業内容の紹介などを通し、青少年相談員相互の情報交換を図る。

第５０回青少年相談
員研修大会及び記
念大会

R2.10.30（金）
　青少年相談員の活動の充実及び資質向上を図るため、研修大会及び記念大会を開催。規模縮小しての開催
大会の模様は後日動画で配信した。（会場：県庁９階講堂）
・講演会（動画配信） 講師 高橋 大洋 氏
「青少年のインターネット利用～いま知っておきたいこと・知らせたいこと～」

功労者の表彰 R2.10.30（金）   功労のあった青少年相談員に対し、知事、県連会長の感謝状を贈呈（研修大会時に実施）。
　・知事ほう賞 30 名 ・功労者表彰 31 名

ブロック会議 随時   幹事地区が開催するブロック会議にブロック担当の副会長、ブロック選出の常任理事が参加し、相互に情
報交換や意見交換をすることにより、ブロック内の連携強化を図る。

ブロック研修会
（研究・協議を含
む）の開催

R2.10 ～ R3.3
　青少年相談員の資質の向上を図り、ブロック内の連携を深め、広域的な青少年問題に対応できる体制づく
りを推進するブロック研修会を開催するとともに、ブロック幹事地区へ補助金を交付。
（新しい方式として、研修会のオンライン開催も実施された。）

地域活動推進
（関係機関・団体
との協力・連携）

随時

・県連役員が、各地域や関係機関・団体等を訪問し連携を深めるとともに、各ブロック市町村間の交流を深め、
地域活動の推進を図る。
・茨城県暴走族対策会議への参加（書面）。
・社会を明るくする運動への参加（書面）。
・茨城県いじめ問題対策連絡協議会への参加。
・道徳教育推進委員会への参加（オンライン開催）。
・（公社）茨城県青少年育成協会が実施する事業等（書面等）。
・茨城県未成年者喫煙防止協議会及び未成年者喫煙防止街頭キャンペーン（中止）。

青少年相談員手帳
の販売 R2.5   「青少年相談員の手引き」の携帯版である青少年相談員手帳を販売。

市町村等への補助
金交付 R3.3

　社会全体で青少年の健全育成と非行防止を推進するため、コンビニエンスストア等の青少年がよく立ち寄
る業種の店舗への条例・関係法令遵守の働きかけと、青少年とその保護者へのインターネット安全利用に関
する意識啓発活動を実施し、社会環境の健全化を図った市町村等に補助金を交付。

環境健全化啓発委
託事業

（県委託事業）
R2.6 ～ R3.3

  ７月（青少年の非行・被害防止全国強調月間）及び１１月（子ども・若者育成支援強調月間）の期間を中
心として、県内において青少年を取り巻く環境健全化に対する県民の意識啓発を図るため、環境健全化活動
及び「茨城県青少年の健全育成等に関する条例」等の普及啓発活動を実施し、青少年の健全育成を推進。

令和２年度収支決算書
■　一般会計

１収入の部 単位：円

項   目 当初予算額 決算額 比較増減額 摘　　　　　要

１　会費 1,127,500 1,090,500 △ 37,000 500 円× 2,181 人

２　補助金 1,519,000 1,246,570 △ 272,430
県補助金　事業費補助　　　300,000 円

        　　 店舗訪問活動費　946,570 円

３　委託金 232,000 180,752 △ 51,248 県委託金（環境健全化啓発品作成）

４　青少年相談員手帳販売 120,000 211,060 91,060 青少年相談員手帳販売収入　@346 円× 610 冊 

５　記念誌発行 270,035 270,057 22 特別会計から繰入

６　雑収入 604 11 △ 593 預金利子 等

７　繰越金 535,861 535,861 0 前年度繰越額

計 3,805,000 3,534,811 △ 270,189

２支出の部 単位：円

項   目 予算額 決算額 比較増減額 摘　　　　　要

１　会議費 380,000 195,670 △ 184,330

総会費 186,000 42,240 △ 143,760 資料印刷代

常任理事会費 164,000 144,134 △ 19,866 役員旅費等

その他会議費 30,000 9,296 △ 20,704 三役会、監査等の役員旅費

２　事業費 3,297,000 2,333,143 △ 963,857

機関紙発行費 150,000 99,044 △ 50,956 2,800 部× 1 回（48 号）

記念誌発行費 270,000 212,608 △ 57,392 50 周年記念誌発行

研修大会費 571,000 385,604 △ 185,396 式典動画作成委託料、看板作成、大会プログラム印刷等

功労者表彰費 70,000 27,896 △ 42,104 感謝状等

ブロック研修会費 565,000 254,867 △ 310,133 8 ブロック×＠ 70,000、振込手数料　※返還有

地域活動推進費 100,000 12,012 △ 87,988 関係機関訪問旅費等

青少年相談員手帳発行費 120,000 213,790 93,790 相談員手帳 617 冊作成

補助費（店舗訪問業務補助金） 1,219,000 946,570 △ 272,430「協力する店」店舗訪問及びインターネット安全利用普及啓発業務補助

環境健全化啓発委託事業 232,000 180,752 △ 51,248 環境健全化啓発物品作成

３　負担金 6,000 5,330 △ 670 ( 公社 ) 茨城県青少年育成協会年会費

４　事務費 70,000 77,860 7,860 通信運搬費、補助金振込手数料

５　積立金　 50,000 50,000 0 50 周年記念誌発行資金積立

６　予備費 2,000 0 △ 2,000

計 3,805,000 2,662,003 △ 1,142,997

３収入－支出 単位：円

予算額 決算額 比較増減額 摘　　　　　要

収入総額 3,805,000 3,534,811 △ 270,189

支出総額 3,805,000 2,662,003 △ 1,142,997

差引残高 0 872,808 872,808 次年度予算へ繰越 

■　特別会計　記念誌積立金 単位：円

科目
前年度 

繰越金

令和２年度中　増減額 令和２年度末 

現在高
付記

増 減

積立金 220,000 50,000 270,000 0

雑収入 35 22 57 0

計 220,035 50,022 270,057 0 一般会計に振替



－６－

あいさつ声かけ運動の様子

更生施設訪問事業の様子 かわちイルミネーション巡回パトロールの様子

水
戸
地
区

　青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
指
し
て

水
戸
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

　会
長

　白
田

　茂
司

河
内
地
区

　青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に

河
内
町
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

　会
長

　大
野

　和
枝

第３
ブロック

第６
ブロック

青
少
年
相
談
員
の
活
動
紹
介

青
少
年
相
談
員
の
活
動
紹
介

　
水
戸
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

に
は
、
教
職
員
66
名
を
含
む
189
名
の
青

少
年
相
談
員
が
お
り
ま
す
。
中
央
補
導

（
水
戸
駅
付
近
）、地
区
補
導
（
14
地
区
）、

特
別
補
導
（
成
人
式
・
卒
業
式
等
）
を

主
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
地
区
補
導

時
に
青
少
年
の
健
全
育
成
に
協
力
す
る

店
へ
の
訪
問
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
３
年
５
月
に
は
、
成
人
の

日
式
典
が
行
わ
れ
、
８
名
の
相
談
員
が

特
別
補
導
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
年
に
２
回
、
地
区
会
を
実
施
し
て
お

り
、
補
導
状
況
に
つ
い
て
、
市
内
７
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
情
報
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、
今
年
度
は
新
任
研
修

会
も
併
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
協
力
活
動
と
し
て
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。」
普
及
運
動
と
し
て
、
水
戸
駅

に
て
薬
物
乱
用
防
止
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
河
内
町
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
に
は
、
地
域
に
よ
る

青
少
年
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
10
名
の
青
少
年
相
談
員
が

お
り
、
青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
に
向
け
た
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止

の
た
め
多
く
の
活
動
が
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
例
年
実

施
し
て
い
る
活
動
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
あ
い
さ
つ
声
か
け
運
動
の
実
施
】

　
関
係
団
体
と
連
携
し
、
か
わ
ち
学
園
の
校
門
で
実
施
し
て

お
り
ま
す
。「
あ
い
さ
つ
声
か
け
運
動
」
を
通
じ
、
き
ち
ん

と
あ
い
さ
つ
し
元
気
で
明
る
く
活
発
な
児
童
、
生
徒
が
多
い

学
園
に
な
っ
て
も
ら
い
た
く
、
そ
し
て
自
発
的
に
あ
い
さ
つ

は
、
私
か
ら
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
活
動

し
て
い
き
、
学
園
と
調
整
し
な
が
ら
計
画
を
た
て
、
年
間
を

通
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

【
夏
期
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
】

　
児
童
、
生
徒
が
夏
休
み
の
こ
の
期
間
は
、
非
行
へ
の
誘
惑

や
危
険
が
多
い
季
節
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
青
少
年
の

非
行
及
び
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
夜
間
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど

青
少
年
と
関

わ
り
深
い
店

舗
に
夏
期
街

頭
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
専
門
部
会
と
し
て
、
青
少
年

相
談
員
会
報
『
さ
き
が
け
』
を
年
２
回

発
行
し
て
い
る
「
広
報
部
会
」、
県
外

の
相
談
員
と
の
情
報
交
換
会
や
青
少
年

関
連
施
設
の
見
学
等
を
計
画
す
る
「
視

察
研
修
部
会
」、
そ
し
て
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
会
員
の
研
修
会
等
を
実
施
し
て
い

る
「
企
画
運
営
部
会
」
の
３
部
会
と
し

て
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
が
変
化
す
る
中
、
青
少
年
が
安

心
し
て
日
々
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
青
少
年
相
談
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
今
後
も
懸
命
に
補
導
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

【
か
わ
ち
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
】

　
河
内
町
の
長
竿
地
区

で
実
施
し
て
い
る
『
か

わ
ち
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
』
開
催
期
間
に
、
毎

年
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
町

内
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
青
少
年

が
犯
罪
に
巻
き
こ
ま
れ

な
い
よ
う
に
抑
止
力
と

し
て
の
効
果
を
十
分
に

発
揮
し
て
い
ま
す
。

【
更
生
施
設
訪
問
事
業
】

　
家
族
か
ら
離
れ
て
生
活
す
る
子
供
た
ち
に
正
月
に
つ
き
た
て

の
お
餅
を
届
け
る
事
業
で
す
。
こ
の
事
業
は
昭
和
62
年
１
月
か

ら
河
内
町
独
自
で
や
っ
て

い
る
事
業
で
平
成
19
年
度

に
は
法
務
大
臣
表
彰
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

　
明
日
の
河
内
町
を
担

う
青
少
年
が
健
や
か
に

た
く
ま
し
く
成
長
し
、

自
立
・
活
躍
で
き
る
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
は
、

す
べ
て
の
相
談
員
の
願

い
で
す
。
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あいさつ運動の様子

社会環境整備事業

あいさつ運動の様子

潮
来
地
区

　未
来
を
担
う
青
少
年
と
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

潮
来
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

　会
長

　金
塚

　茂

桜
川
地
区

　青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に

桜
川
市
青
少
年
相
談
員
会

　会
長

　芝
野

　正
美

第４
ブロック

第８
ブロック

　
潮
来
市
内
小
学
校

５
校
、
中
学
校
４
校
、

高
等
学
校
１
校
の
教

職
員
の
方
々
と
、
各

地
区
か
ら
選
出
さ
れ

た
66
名
と
合
せ
て
、

76
名
の
青
少
年
相
談

員
の
皆
さ
ん
達
と
青

少
年
と
子
供
達
の
日

常
の
安
全
を
守
る
活

動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
・
昨
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
市
内
各

地
区
の
祭
礼
、
水
郷

潮
来
花
火
大
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
、
そ
れ
に
伴

い
巡
視
活
動
が
中
止
と
な
る
な
ど
、
多
く
の
活
動
が
中
止
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
様
な
状
況
の
中
、
感
染
防
止
対
策

を
考
慮
し
て
、
実
施
し
て
い
る
活
動
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
小
学
校
・
中
学
校
の
「
小
中
連
携
あ
い
さ
つ

運
動
」。
校
門
や
学
校
近
く
の
交
差
点
に
て
、登
校
時
に
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
朝
の
挨
拶
、
声
掛
け
運
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

「
お
は
よ
う
」
と
声
掛
け
す
る
と
、
大
き
な
元
気
な
声
に
て
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
返
っ
て
き
ま
す
。
大
き
な

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
新
一
年
生
を
見
送
る
朝
の
心
地
よ

い
活
動
の
一
場
面
で
有
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

重
要
な
時
間
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
社
会
環
境
整
備
活
動
。
２
７
０
店
舗
を
超
え

る
「
青
少
年
の
健
全
育
成
に
協
力
す
る
店
」
を
訪
問
し
、
地

域
の
青
少
年
た
ち
の
情
報
提
供
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
は
感
染
対
策
を
し
て
、
グ
ル
ー
プ
訪
問
を
避
け
て
、
各

自
で
の
個
別
訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
頂
い
た
地

域
の
情
報
は
、
非
行

防
止
活
動
の
一
旦
と

し
て
、
学
校
・
警
察

を
含
め
各
団
体
と
共

有
し
て
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、

今
後
も
店
舗
訪
問
を

行
い
情
報
収
集
に
努

め
る
と
共
に
、
新
規

店
舗
を
開
拓
し
、
よ

り
広
く
カ
バ
ー
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
潮
来
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
の
協
力
を
得
て
薬

物
や
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

市
内
中
学
校
・
高
等
学
校
を
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン

タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
と
共
に
訪
問
し
て
、
講
演
並
び
薬
物
と

実
態
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
防
止
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
達
、
青
少
年
相
談
員
の
活
動
状
況
を
広
く
知
っ
て
頂
く

為
に
、
広
報
誌
「
ふ
れ
あ
い
」
を
発
行
し
て
、
ご
理
解
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　
昨
今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に

よ
り
、
青
少
年
・
子
供
達

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
の
「
誘
惑
」
や
「
事
件
」

が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

時
代
に
沿
っ
た
知
識
を
得

る
為
に
は
、
各
種
研
修
会

に
参
加
し
て
、
未
来
を
担

う
青
少
年
・
子
供
達
の
育

成
活
動
並
び
地
域
の
信
頼

の
厚
い
青
少
年
相
談
員
と

し
て
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

　
桜
川
市
青
少
年
相
談
員
会
は
、
各
地

区
か
ら
推
薦
・
選
出
さ
れ
た
方
に
市
内

各
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
・
高
等
学

校
の
担
当
の
先
生
を
加
え
構
成
さ
れ
、

現
在
33
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
及
び
非
行
防
止

を
目
的
と
し
た
「
青
少
年
の
健
全
育
成

に
協
力
す
る
店
」
の
登
録

活
動
及
び
環
境
浄
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
は
市
内
１
０

９
店
舗
に
訪
問
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
青
少
年
の
見

守
り
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

２
〜
３
回
各
中
学
校
校
門

及
び
通
学
路
で
、
あ
い
さ

つ
・
声
か
け
に
よ
る
下
校

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
渦
で
青

少
年
相
談
員
と
し
て
の
活

動
機
会
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち

や
各
家
庭
の
状
況
も
変
わ
っ
て
い
る
な

か
、
青
少
年
相
談
員
と
し
て
何
が
で
き

る
か
、
各
種
団
体
等
と
の
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
に
、
家
庭
や
地
域
の
役

割
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
今
後
も
活
動

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。



－８－

運営方針
　少子高齢化が進行する中で、青少年を取り巻く環境は、家庭や地域に
おける教育力の低下や大人の規範意識の低下、インターネットを介した
事件やトラブル、いじめや児童虐待などさまざまな問題を抱えている。
　当ネットワークとしては、青少年が安全で安心して生活し健全に育ま
れることを目指して、家庭や学校、地域そして警察等関係機関・団体と
連携・協働することはもとより、各種研修会等を実施することにより、
青少年相談員の資質向上を図るほか、青少年相談員活動の一層の活性化
が図られるよう各地区協議会を支援し、青少年に及んでいる様々な問題
に対応していく。
　また、「青少年健全育成に協力する店」登録等活動や青少年とその保
護者へのインターネット安全利用に関する意識啓発活動など新たな取り
組みの推進により、青少年を取り巻く社会環境の健全化に、より一層取
り組むものとする。

令和３年度
いばらき子ども見守りネットワーク（茨城県青少年相談員連絡協議会）事業計画 重点事業項目重点事業項目

１．青少年相談員研修大会の開催
２．ブロック研修会の開催
　　（研究・協議を含む）
３．環境健全化啓発活動の推進
　　（「青少年の健全育成に協力する
　　店」登録活動、インターネット
　　安全利用に関する意識啓発活動
　　の推進　等）
４．関係機関・団体等の事業への協
　　力及び連携促進
５．青少年相談員の新たな取り組み
　　への理解・協力

✣　✣　✣　✣　✣　✣　　　　　　✣　✣　✣　✣　✣　✣事 業 計 画

　昨
年
に
続
き
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
外
出
時
の
マ
ス
ク

着
用
や
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
日
々
の
検
温

等
、
は
じ
め
は
面
倒
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
私
た
ち
の
生
活
に
「
当
た
り
前
の
こ

と
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　し
か
し
、
マ
ス
ク
着
用
と
い
う
点
で
は
、
登
下

校
す
る
子
ど
も
達
を
み
か
け
て
も
、
口
元
が
隠
れ

て
い
る
せ
い
か
、
少
し
晴
れ
な
い
表
情
に
見
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
学
校
で
の
楽
し
み
で
も
あ
る

給
食
の
時
間
も
、
感
染
対
策
の
た
め
机
を
向
か
い

合
わ
す
こ
と
は
な
く
、
授
業
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、

皆
が
黒
板
の
方
を
向
き
な
が
ら
食
べ
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。
ま
た
、
徐
々
に
運
動
会
や
遠
足
、
修

学
旅
行
と
い
っ
た
学
校
行
事
も
始
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
開
催
時
期
の
変
更
や
、
分
散
で
の
実
施
、

コ
ロ
ナ
禍
で
な
け
れ
ば
で
き
た
活
動
が
で
き
な
い

等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
子
ど
も
た
ち
の
学

校
生
活
に
も
多
大
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
と
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

　青
少
年
相
談
員
の
活
動
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ

う
に
、
子
ど
も
達
に
寄
り
添
っ
た
パ
ト
ロ
ー
ル
や

啓
発
活
動
は
な
か
な
か
実
施
で
き
ず
に
お
り
ま

す
。
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息

を
願
い
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
青

少
年
相
談
員
も
引
き
続
き
活
動
を
続
け
て
参
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（染
谷
）

【
編
集
後
記
】

ご意見・ご感想をお待ちしております。
　会報に関することや青少年相談員に関す
ること等のご意見・ご感想をお待ちしてお
ります。
　はがき・封書・ＦＡＸ・Ｅメール等でお
寄せください。

あ　て　先
〒３１０－８５５５（住所記載不要）

いばらき子ども見守りネットワーク
（茨城県青少年相談員連絡協議会）事務局
（茨城県青少年家庭課青少年グループ内）

ＴＥＬ.０２９－３０１－２１８３
ＦＡＸ.０２９－３０１－２１８９

E-mail:seishonen@pref.ibaraki.lg.jp

実施事業名 実施期日 事　業　の　概　要

総会の開催
R3.5
書面決議

･ 令和２年度事業報告及び収支決算について
･ 令和３年度運営方針及び事業計画、予算について

常任理事会の開催 随時 　事業の円滑な実施を図るため、事業の執行について検討。

その他の会議
① R3.4.16（金）
② R3.4.30（金）
③随時

①監査（実地監査）
②監査（書面監査）
③編集会議の開催

機関紙の発行 R3.12（第 49 号） 　県連及び各地区の事業内容の紹介などを通し、青少年相談員相互の情報交換を図る。

第５１回青少年相談員研修大会 R3.10.29 　青少年相談員の活動の充実及び資質向上を図るため、研修大会を開催（会場：県庁９階講堂）。

功労者の表彰 R3.10.29 　功労のあった青少年相談員に対し、県知事、県連会長の感謝状を贈呈（研修大会時に実施）。

ブロック会議 随時
　幹事地区が開催するブロック会議にブロック担当の副会長、ブロック選出の常任理事が参加し、
相互に情報交換や意見交換をすることにより、ブロック内の連携強化を図る。

ブロック研修会（研究・協議を含む）
の開催

R3.10 ～ R4.3
　青少年相談員の資質の向上を図り、ブロック内の連携を深め、広域的な青少年問題に対応できる
体制づくりを推進するブロック研修会を開催するとともに、ブロック幹事地区へ補助金を交付。

地域活動推進 
（関係機関・団体との協力・連携）

随時

・県連役員が、各地域や関係機関・団体等を訪問し連携を深めるとともに、各ブロック市町村間の
交流を深め、地域活動の推進を図る。
・茨城県暴走族対策会議への参加。
・社会を明るくする運動への参加。
・茨城県いじめ問題対策連絡協議会への参加。
・道徳教育推進委員会への参加。
・（公社）茨城県青少年育成協会が実施する事業等への参加。
・茨城県未成年者喫煙防止協議会及び未成年者喫煙防止街頭キャンペーンへの参加。

青少年相談員手帳の販売 R3.5 　「青少年相談員の手引き」の携帯版である青少年相談員手帳を印刷・販売。

市町村等への補助金交付 R4.3
　社会全体で青少年の健全育成と非行防止を推進するため、コンビニエンスストア等の青少年がよ
く立ち寄る業種の店舗への条例・関係法令遵守の働きかけと、青少年とその保護者へのインターネッ
ト安全利用に関する意識啓発活動を実施し、社会環境の健全化を図った市町村等に補助金を交付。

環境健全化啓発委託事業 
（県委託事業）

R3.6 ～ R4.3

　７月（青少年の非行・被害防止全国強調月間）及び１１月（子ども・若者育成支援強調月間）の
期間を中心として、県内において青少年を取り巻く環境健全化に対する県民の意識啓発を図るため、
環境健全化活動及び「茨城県青少年の健全育成等に関する条例」等の普及啓発活動を実施し、青少
年の健全育成を推進する。

新たな取り組みの推進 通年 　子育て支援のボランティア、里親制度、インターネット安全利用の普及啓発活動への理解と協力。


